
公共経済学（原田） 

第 2 回 講義資料 

公共部門の概略 

1. 「公共部門」とは？ 

 民主主義社会においては民間機関と公共機関は 2 つの点で区別される． 

 

 

 

 

2. 「政府」とは？  

 

 

3. 公的部門と一般政府 

 国民経済計算（SNA）において，公的部門とは「一般政府」と「公的企業」に分

かれている． 

 

 

 通常の産業活動では経済的に供給されないような共通のサービスを無償もしくは

生産コストを下回る価格で社会に供給している主体 

 

 

 

4. 中央政府（＝国）とは？ 

 公共部門の中心的な位置にある． 

 直接税，間接税の税金や公債発行などの手段で収入を得る 

 国防や外交，医療，教育，公共事業などのさまざまな行政サービスを行なう． 

 民間の財・サービスを購入するという形で政府支出活動を行なう 
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 地方政府＝地方公共団体に対して，法律面や行政面でさまざまな指導，監督，財

政的にも地方交付税交付金や各種補助金などを用いて財源の補助や移転． 

 社会保障基金に対しては社会保障特別会計などへの繰り入れ（公的年金や医療保

険に対する国庫補助）などを行なっている． 

 財政投融資活動を通じて財政投融資を行なう． 

 財政的な活動以外にも法律・政令や行政指導などを通じて民間の経済活動に影響

力． 

 

5. 地方政府（地方公共団体）とは？ 

 都道府県や市町村のこと． 

 

 

 

6. 社会保障基金とは？ 

 社会全体あるいは大部分を対象として，医療，年金及び雇用保険などの社会保障

給付を行うことを目的とする団体。 

 政府によりその制度への加入を義務づけられているか，あるいは政府の強い監督

や資金援助を得ている。 

 

 

 

 

7. 公的企業 

 旧日本道路公団などの公団や政府金融機関 

 

 

8. 政府の原型 

 軍隊や警察，消防を持って，一種の治安を保障してくれる存在．国民が安心して

夜寝ている間も守ってくれる，「夜警国家」が政府の原型． 

 

 

 

 

 

 

 



9. 政府と政府 

 

 

10. 市場と政府 

 もし，市場が完全に機能するのであれば，政府の経済活動は不要．  

 「市場の機能」とは？ 

 

11. 財政とは？ 

 政府は租税や公債などの形で民間部門から財源を調達し，これによって民間の経

済活動だけで満たすことの出来ない財貨･サービスを供給している． 

 このような政府部門の活動を経済的側面から捉えたものが財政である． 

 

12. わが国の財政の現状 

 わが国の財政状況は，バブル崩壊後，累次の経済対策など景気回復に向けた諸施

策に伴う歳出の増大や，大幅な減税の実施により一段と悪化している． 

 さらに少子高齢化の急速な進展に伴う経費の増大など，厳しさは増すばかり． 

 

 

 

 

 先進諸外国との比較 

 国及び地方の財政収支，債務残高いずれで見ても，わが国は主要先進国中最

悪の水準． 

 原因は，石油危機以降の景気回復策や福祉施策の拡充，バブル崩壊，減税 etc. 

 

近年では財政赤字拡大が中長期的に経済成長の阻害要因となるとの認識の下，財政再

建に果断に取り組んできた． 
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